
	

１ 書式第１２号（法第２８条関係） 
 
 

2 0 1 7 年 度 事 業 報 告 書  
 

      2017 年 5月 1日から 2018 年 4月 30日まで 
 

                                                    特定非営利活動法人 CFFジャパン 
 
１	 事業の成果	

【青年育成事業】	

（	 （１）2017年度もフィリピン・マレーシア・ミャンマーにおいて計17回の海外ボランティアプログラムを実

施。のべ363名の参加者を現地に派遣し、17名の青年リーダーを育成した。青年リーダーに対しては、団

体ミッションに沿ったリーダーシップトレーニングに加え、今年度はプログラムのビジョン（目指す方向

性やありたい姿）を明確にするよう働きかけた。各々が設定するビジョンが明確になったことで、青年リ

ーダーのプログラムに対するアクションを後押しすることができた。また、リーダー経験者を企画メンバ

ーとした「帰国後リーダーシップトレーニング」の運営が体系化してきた。	

	

（２）海外ボランティアプログラム参加後の次のアクションを起こすきっかけの場づくりとして、宿

泊事後研修2日目にきっかけイベントを開催。企画から運営、次回実施のためのサポートなど、学生

メンバーによる運営体制が確立してきた。	

	

(	 （２）CFFサポーター寄付を財源に、経済的に海外プログラムへの参加が困難な青年への旅行費用補

助制度の運用を開始。2017年度は計34名が本制度を利用して海外ボランティアプログラムに参加し

た。	

（３）文科省スーパーグローバルハイスクール指定校の順天高校との協働において、引続きフィリピンフィ

ールドワークのコーディネートを担当。同校生徒 10 名に対し、派遣前研修、ワークショップ、面談を実施。

生徒が①指導教諭による課題研究指導	②自身の考えに基づいて研究計画立案		③当団体職員と相談	を繰

り返したことで、研究計画について研鑽を重ねることができた。昨年度までと比べて、フィールドワーク調

査地に合わせてより具体的なイメージを持ちながら調査内容や方法を決定したことで、生徒たちの探究心や

課題解決に近づこうとする力の醸成にもつながった。	

（３	 （４）「CFF ジャパン青年育ち合いビジョン」の具現化に向けて団体理事・職員・活動メンバーを含めたチ

ーム、「花火師の会」が発足。青年育成のための場づくりに向けて、ライフキャリアセミナーや、具体的な

アクションを考えるためのワークショップを実施した（計 34 名が参加）。今後は、ワークショップに参加し

た学生が国内のフィールドで活動し活動先へ貢献するとともに、チームとして課題解決に取り組み、そのプ

ロセスを通じて「社会に向けて自ら行動できる人」へ育つことを目指していく。	

【海外子ども支援事業】	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

（５）2014 年から開始したミャンマー事業において、現地のニーズに対する団体の活動意義が確証されたこ

とから、CFF ミャンマー設立に向けた支援を行った。2018 年 3 月には初の取り組みである第 1回ミャンマー

ワークキャンプを開催。25 名のボランティアを現地に派遣し、現地の青年とともに児童養護施設内の道路建

設を行った。また、同キャンプ開催に向けて「CFF ミャンマー応援寄付キャンペーン」を実施。計 30 名の寄

付者からの寄付により上記道路の建設費を賄い、コミュニティ支援の一貫として井戸の建設支援を行うこと

ができた。	

（６）各国 CFF に対して、①「子どもの家」の子どもの養育の質向上や地域子ども支援にかなったプロジェ

クトであること②持続発展性があることを前提に、CFF サポーター寄付を財源とした下記の事業支援を行った。	

①フィリピン：裁縫・美術・ダンス・音楽・農業・PC 等の子どもたちへのスキルトレーニング	 	 	 	 	 	 	 			



	

②マレーシア：子ども福祉部門オフィスの新設と児童指導員の ITトレーニング	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
③ミャンマー：スラム街に住む子どもたちに向けた裁縫指導	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

【その他】	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	(７)CFFの各国理事・職員が一同に集う国際会議「CFFインターナショナルコンベンション（至：マレーシア）」

に参加。新たにCFFミャンマーが加わり、初の４ヶ国合同開催となった。これまでの２年間と今後の２ヶ年計

画を共有するとともに、CFFアライアンス（同盟）として志をともに事業を推進していくことを確認した。	



	

  
２．事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業 
 

事業名 事 業 内 容 実 施 
回 数 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

①-a海外での
開発教育等を活
用した青年育成
事業 
 

フィリピンワークキャンプ 
 

フィリピンハッピーキャンプ 

 
フィリピンスタディツアー 

5回 
 
 

１回 
 
 
2回 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 
 
 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 
 
 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 

2名 
 
 
1名 
 
 
2名 

日本人108名＋現地人 
 
日本人19名＋ 
現地人 
 
日本人38名 

マレーシアワークキャンプ 
 
 
マレーシアスタディツアー 

5回 
 
 
2回 

マレーシア 
 
 
マレーシア 

2名 
 
 
1名 

日本人106名＋現地人 
 
日本人44名 

ミャンマースタディツアー 
 
ミャンマーワークキャンプ 

１回 
 

１回 

ミャンマー 
 
ミャンマー 

1名 
 

３名 

日本人23名 
 
日本人25名＋現地人 

インターンの育成（海外） 2回 フィリピン 
マレーシア 3名  日本人3名 

①-b海外での
開発教育等を活
用した青年育成
事業-教育機関
との協働事業- 

 
順天高校協働事業 
 

 
通年 

 
フィリピン 

 
3名 

 
日本人８0名 

②「子どもの家」
支援等を通じた
国際協力事業 

フィリピン「子どもの家」支
援 通年 フィリピン 3名 入所児童＋周辺地域 

マレーシア「子どもの家」支
援 通年 マレーシア 3名 入所児童 

CFFミャンマー支援 通年 ミャンマー 3名 地域の児童 

 
③国内での国際
協力・青年育成
等の啓発・推進
事業 

プログラムリーダーの育成 
と研修実施の支援 2回 都内周辺 2名 プログラムリーダー17

名 

インターンの育成（国内） 
 2回 

CFFジャ
パン事務
局 

3名 インターン2名 

ボランティアプログラム参加
者向け啓発イベント（事後研
修2日目）の開催支援 

2回 

静岡県御
殿場市 

茨城県境
町 

1名 ボランティアプログラ
ム参加者約350名 

Social Action Challengeプロ
グラム ２回 都内周辺 4名 ボランティアプログラ

ム過去参加者34名 

イベントへの出展・活動紹
介の支援 2回 

都内周辺
および関
西 

4名 
不特定多数 

 
（２）その他の事業：特になし 



	

	


